
関東地方整備局

１．災害発生時の情報共有手法及び情報収集手法の習熟
①災害発生時に、相互に連携し、的確かつ迅速な災害対応を実施するため、より確実な情報共有が行える
よう、メールを基本とする情報共有手法の習熟を図る。【継続】
 災害情報交換マニュアルに基づく情報共有に関する習熟訓練の実施

②共有ニーズの高い情報について迅速な情報収集が行えるよう、情報収集手法の習熟を図る。【継続】
 メール文・件名表示・出力ツールや災害情報交換支援ガイド（マニュアル要約版）を活用した迅速な
情報収集に関する習熟訓練の実施

３．平時からの相互連携の強化
①各機関の災害対応について、相互連携の強化を図る。 【継続】

 各構成機関主催の防災訓練実施予定を共有し、訓練への相互参加を促進
 実災害対応の好事例等や各構成機関主催の広報・啓発活動予定の共有

②災害発生時に共有ニーズの高い情報・発信可能な情報内容を精査する。【新規】
 各機関の災害対応業務を踏まえ、共有ニーズの高い情報・発信可能な情報を時系列に抽出・整理し、
災害情報交換マニュアルの整理表を更新

２．地図空間情報を含む多様な形式の資料を共有可能な情報システムの検討・冗長性の確保
①当面の取組課題として、関東防災連絡会の全機関で活用可能な地理空間情報システムを用いた情報共
有の検討を行う。【継続】
 ISUT-SITE等のWEBGISを活用した情報収集訓練を引続き実施し、次期総合防災情報システムについ
ては、必要に応じて取組んでいく。

②中長期的な取組課題として、多様な形式の資料を災害発生時に円滑に共有できるよう、既存の民間サー
ビス（クラウドサーバー）を活用した情報共有の検討を行う。【新規】
 より多くの機関の利用を想定したOne DriveやJACICクラウド等の新たな情報共有システムの検討

1

資料２
令和６年度の取組方針（案）



関東地方整備局

○各機関において実施する防災関係の取組
・災害対応に関する取組好事例の収集及び共有
・防災に関する広報・啓発活動の共有
・共有ニーズの高い情報・発信可能な情報内容の精査

検討事項
令和６年 令和７年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

１）第30回担当者会議
・今年度の取組方針の共有
・各取組の進め方

２）情報共有訓練の実施
・今年度の情報共有手法の習熟訓練

３）第31回担当者会議
・情報共有訓練の振り返りと情報共有手法の改善
・多様な形式の資料を共有可能な情報システムの検討について

４）情報共有訓練の実施
・共有ニーズの高い情報に係る迅速な情報収集手法の習熟訓練
・新たな情報システムを活用した災害情報交換の試行訓練

５）第32回担当者会議
・情報共有訓練の振り返りと情報共有手法の改善
・今年度の取組報告（案）
・次年度取組方針（案）

６）第14回幹事会
・今年度の取組報告
・次年度取組方針（案） 等

７）第16回連絡会
・今年度の取組報告
・次年度の取組方針 等

第30回担当者会議
5月予定

情報共有訓練
5月予定

情報共有訓練
10月予定

第31回担当者会議
10月予定

第14回幹事会
1月予定

第16回連絡会
2月予定

○相互に連携した取組の実施
・災害発生時（おそれ段階含む）の情報共有
・防災訓練等への相互参加

第32回担当者会議
12月予定
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令和６年度の取組スケジュール（案）


